
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

テト

コート

ステーシー

ステーシー

13

陥穽

15

煉獄

11
最果β00.死後の生

36 願いごと

鳥籠

幼い子供

ねじまき

守るために

アンデッドとして目覚め、衝撃を受けた記憶。あなたは既に一度、あるいはそれ以上の回数、アンデッドとして蘇らされている……その後、破壊されたのか？　何のために自我を持ったアンデッドとなったのか？

叶わなかった願いごと。叶わないままでいいの？あなたはそれを思うごとに心の奥がずきずきと痛む。いいわけがない、いいわけがない。けれど、その願いごとを思い出すことができないのだ。

いくつもの鳥籠に、壬桃は小さな女の子を飼っていた。 そのときの気分で入れる籠を変えて、あの子が歌う声に耳を澄ませる。 確かにとても美しい声だ。それは納得している。 でも、私は壬桃の妹なのに。壬桃はこちらを見ようとしない。

私の姉がひどく可愛がっている子供を知っている。 金色の髪に海のような深い青い瞳。まるで自身の子供のように可愛がっていた。 「カナリア、あなたは本当に何の役にも立たないんですね」 あまりにも壬桃があの子を構うものだから、私はついつい意地悪を言ってしまった。

時折、背中のねじをまいていやらないといけない。 完全に止まったところを見たことはない。その前に定期的に巻いているからだ。壬桃の言葉通りに。 ねじを巻いてやらなければ、動くことも出来ない。 「テトちゃんは意地悪を言うけれど。カナリアのことも好きでしょう？」 そう言って壬桃は蝶の形をしたねじを渡してきたのだ。 どうしよう。好きではない。 そう思っているけれど、壬桃が言うなら、少しは仲良くしてやってもいいか。 そんな風に考えるのだから、私も呆れたものだ。

壬桃が開発していたネクロマンシーが他のネクロマンサーに狙われたという。特にカナリアの力をほしがっているらしい。  「守らないと」 そう、壬桃は言った。 「トリカゴヒメの中でずっと過ごしていれば、カナリアはきっと無事でしょう」 私は、壬桃の妹。そして、サヴァントだ。 あの人に愛され続けたカナリアのことは、正直好きではないけれど。 「さぁ、一緒に来てくれますか。私の愛しいサヴァント、テトちゃん」 私は壬桃の手を取った。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1

姉妹。姉さま。
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単分子繊維
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小さなアンデッド

ラピッド
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アクション

アクション

オート

アクション

オート

オート

ダメージ
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効果参照

0
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自身

自身

自身
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0

自身

なし

対象の「ラピッド」「ダメージ」「ジャッジ」マニューバひとつの効果を打ち消す。

対象が受けたダメージを代わりに自分が受ける。一ターンに何度でも使用可。

ダメージに付随する効果全てを打ち消す。

攻撃判定・切断判定の出目は全て＋１される。バトルパートで毎ターンの終了時及び戦闘終了時に、あなたは任意のパーツをひとつ損傷する。この損傷はコストとしては扱わない。

+2

+2

+１

肉弾1

肉弾1

支援1

移動1

白兵攻撃１＋切断＋連撃

次カウントで使うマニューバ1つのコスト-1

なし

なし

防御2。このパーツが戦闘終了時に破壊されていなければ、自身の損傷している任意のパーツ二つを選んで損傷前の状態に戻してもよい。

防御２

移動1

移動1

妨害1

+１

猫の形をしている。調弦などを手伝ってくれる。
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